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1．明治時代前の日本の庭園 

 明治時代に入る前，大政奉還から王政復古の大号令（慶応 3 年 12 月 9 日，1868 年 1 月 3 日），新政

府が樹立する前の日本の庭はどういったものだったでしょう。ここでは，二つの要素に着目します。 

 

「名所の風景と歌枕の世界」そして「眺める庭」 

 

 この二つの言葉から京都にある庭を考

えていく中で，それにあてはまる庭があ

まりにもたくさんあるのが思い浮かぶと

思います。例えば，修学院離宮庭園，仙洞

御所庭園，元離宮二条城二の丸庭園を始

め，身近な庭を数多く思い浮かべる事で

しょう。 

 

2．自然観と庭園 

 東アジア，日本にとって自然との関係

性は大変深く，現在もその「観」が，私た

ちの意識，無意識の中に続いています。

自然観について考えてみると，自然と共

生する，自然と調和するなど様々な考え

があり，一様ではありません。皆さんに

とってどういった感覚が考えられるか，

十人十色ともいえます。 

 ここでは，五感と精神についてとそこ

から創り出された一つの要素としての庭

園について考えてみます。その中で，江

戸時代に書かれた「築山庭造伝」につい

てみてみます。 

  

拾翠亭と九条池（京都御苑） 

 

曽源池庭園と大方丈（天龍寺） 



3．無鄰菴庭園にみる空間性 

 ちょうど 150 年前の新政府樹立から大き

な時代の転換が始まります。面白いことに，

庭も同じように転換期を迎え，あたらしい

手法や思想が入ってきました。明治になっ

てから，日本の作庭へ大きな影響を与えた

「もの」や「こと」がたくさん伺えます。 

 その中でも「二つの様式の庭園」に対して

影響を受け，それを上手く京都岡崎の地に

取り込んだのが「無鄰菴庭園」です。その大

きく影響をした二つの様式の庭とは，「フラ

ンス」と「イギリス」で様式化されていた庭

園です。 

 

・フランス：「平面幾何学式庭園」 

・イギリス：「風景式庭園」 

 

 この二つの庭園様式の影響を受けつつ，

「築山庭造伝」にある内容を加えてみると，

無鄰菴庭園の形が少しずつ見えてきます。 

 東山の景と岡崎の疎水の水の豊かさ，そ

れらが相まって，五感を楽しむ庭としての

形がさらに出来上がってきます。眺める庭

から体感できる五感を楽しむ庭へ。無鄰菴

庭園は近代の庭園の先駆的な空間構成を先

駆けて創り上げてきた庭園ともいえ，明治

期の大きな庭の一頁を創り上げたものだと

云えます。 

 

さいごに 

 風の流れ，春夏秋冬のそれぞれの季節の

気候温度，花や木の葉の匂いや香り，流れる

水の音，目に鮮やかな緑から紅葉，そして葉

の落ちた冬枝の感。晴れや雨の天気，東山の

うつろい。無鄰菴庭園は，物理的な要素だけではなく，様々なものが重なってこの庭園を形作っていま

す。明治が始まった時の近代庭園の原点でもある無鄰菴庭園を是非，ゆっくりと眺め，そして体感して

頂けたらと思う所です。 

 

母屋 2 階から手すり越しに東山を眺める（無鄰菴） 

 
母屋 2 階から東山と庭を眺める（無鄰菴） 

 

母屋 1 階から庭を眺める（無鄰菴） 
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